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理書創世記のアイムとェヴァの話の中に出てくる言葉
1こ「あなたは 今 どこにいるの力」 " あ` ります 通 信

交通手段の発達に拙につて 人 の行き菜は激しく早く

社会の変化も急速です あ らゆる情報を実に補単に■入

れることができ イ可が正しくて何が岡速っているかの判

断を求められます 我 々を取りまく寮ltは著 しく糧雑ど

なリ モ んな中で的にな決断をしな すればなりません

日常ではあまりにも多い議惑に出会い そ れに負けるの

にイ可の音痛も感じなくなってきています 本!那のなかで

劫への感覚が誰れ 自 分の中々を正直に見据えた自党が失われるかもしれま

せん 日 々の生活はもとと' 医 済の実践の中でたえず 「どこにいるのかJ

と呼びか す 自 分が今どの地点をどの方向に進ルでいるのかを答えつづけな

,れ 虐ならないてし卜う 前 に進んているのを自堂できること|■華いてす

か 時 にはHし ところに停滞していたり 後 ずさりしていることに苦 「Hする

かもしれません

「夕となり 朝 となつたJ(旧 約早書 おJせ記)と いう言葉にヽ惹かれま

す  Hは 日lFに始まります こ の意味を暗闇の不安や恐怖に耐えよ そ う

すれば光無く希望に満ちた来某があると解釈 したいものです お に冒された

女の子本音いました 病 気になる前の自分は好さでなかつたが 今 の自分は

とつても好=な ので大切に生きたいと 苦 しい治求を乗り越えてきた自信

で 末 来を自ら築さ上げる積極性に満ちあふれていました 研 修朔間の先生

方は者閥中でし=う が そ れを乗り越えてこそす まらしい末来を手にするこ

とがで言ちはすです
2001年が皆さんにとつて良い年となりますよう
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事務局員のつぶやき
昨年2Лから大学病院て駒=賄めて1年が経ど
うとしていまれ
こんなヨ亦あり あつという間に過ざました
いるんな意味て天強だとはつていま十
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